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■研究の背景（造船業の課題）
●生産性向上の難しさ
⇒作業の複雑化・工程属人化・標準化遅れ

●短納期対応・顧客ニーズへの迅速対応
⇒頻繁な仕様変更・柔軟な工程変更が困難

■海技研のDX 造船所

●複雑な製品開発への負荷増
⇒設計や品質管理が煩雑・手戻りが多い

●人材不足の深刻化
⇒熟練技能者の減少・若手人材不足

すべてが数値表現され、すべてが数値計画され、すべてが計画通りに完結する造船所

① データ連携
製品データをBOMベースで統合管理する
仕組みを構築。

② 建造シミュレーション技術
生産工程を事前にデジタル空間でシミュレー
ションし、作業手順や工程計画を最適化。

④ 新工作法・新材料の開発
作業者や材料特性による施工品質のばらつき
を削減。製造工程を安定化・標準化し、製造
デジタル化の基盤を支援。
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造船BOMの開発とPLMシステム実装

造船用MBOM/BOPの編集エディタ
と建造シミュレーション 配管取付シミュレーション

ニードル打撃部の残留応力計測 接着接合部強度の海水
曝露による比較実験

※浅川造船株式会社様 データご提供

研究①：データ連携（PLM・BOMベース開発）

研究②：建造シミュレーション技術（製造工程デジタル化）

研究③：品質のデジタル化（BOM/BOPへの品質データ統合） 研究④：新工作法・新材料の開発（施工の標準化・安定化）

設計BOM（部品情報・設
計データ）を提供し、シミュ
レーションの前提とする。

シミュレーションで得られた作
業情報をフィードバックし、製
造データとして統合管理。

製品情報や工程情報
のデータを品質管理の
対象データとして提供。

品質問題を設計段階まで
遡り、品質改善のための設
計変更を促す情報を提供。

デジタル化された作業手順
や作業条件を提供し、品
質評価の基礎情報とする。 品質データをもとに作

業手順や工程計画
の改善を促す情報を
フィードバック。

施工法・材料の特性
データや作業条件を提
供し、シミュレーションの
精度向上を図る。

新工法・新材料の有効性
や課題点をシミュレーション
評価。

新工作法・材料の情報を
BOM/BOPに取り込み、
製品データ基盤を最新化。

新工法・新材料の開発
時に必要な設計条件や
製品情報を提供。

③ 品質のデジタル化
BOM/BOP に対し、品質情報を数値化・
データ化して紐付け。
製作誤差伝播モデリング手法の開発。

製作誤差伝播モデリング手法の
開発のイメージ

品質BOM体系化手法の
開発のイメージ
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